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特集　財政公表　平成16年度水道事業の決算状況
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わ
た
し
た
ち
は
、
水
を
ど
れ
く
ら
い
使
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　

水
を
使
う
家
庭
の
数
（
給
水
戸
数
）
は
平
成　
16

年
度
末
で
２
万
１
千　

戸
と
、
前
年
度
に
比
べ　

774

280

戸
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
使
っ
た
水
の
使
用
量
（
年
間

給
水
量
）
は　

万
９
千　

立
方 
㍍ 
と
、
前
年
度
に

452

362

比
べ
２
万
７
千　

立
方
㍍
増
量
し
ま
し
た
。

309

　

な
お
、
１
日
の
使
用
水
量
を
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
約　
 
㍑ 
も
の
水
を
使
用
し
た
こ
と
に
な

234

り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
約
３ 
㍑ 
の
増
量
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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１日１戸当たり
平均給水量（リッ

トル ）
年間給水量
（立方メー

トル ）
給水戸数
（戸）用  途  別

４７１　
（４７１）

３,４９９,４７１　
（３,４６５,１５９）

２０,３５４　
（２０,１０３）

家　　事　　用
（一般家庭用）

２,０３２　
（２,０７９）

９８５,６５１　
（９９３,６１３）

１,３２９　
（１,３０６）

家　事　用　以　外
（業務・公共用）

２７,３９１　
（２７,５８４）

３９,９９１　
（４０,３８３）

４　
（４）

公　衆　浴　場　用
（銭湯用）

１３４　
（９８）

４,２４９　
（２,８９８）

８７　
（８１）

臨　　時　　用
（工事用）

５７０　
（５７２）

４,５２９,３６２　
（４,５０２,０５３）

２１,７７４　
（２１,４９４）合　　　計
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　安定した水の供給を維持するためには、浄水場や配水管などの水道施設を常に整
備していかなければなりません。この整備には、億単位のお金が必要になり、手持
ちのお金では賄うことができません。そこで、国などから借り入れをして、おおむ
ね３０年をかけて水道料金の中から返済しています（水道事業では、この借入金れを
『企業債』と呼んでいます）。
　また、この借入金は、現在、水道を利用し
ている市民だけではなく、将来、利用する市
民にも公平に負担してもらうという目的もあ
り、世間一般でいう単純な借金とは性質が異
なります。
　平成１６年度末現在で借入元金の残高は、表
のとおり５７億　６，０６７　万円となっています。こ
れを給水人口１人当たりに換算すると１０万
　８，７９２　円になります。

合　　　計借入元金に
対しての利子借入元金借　入　先

４５億４，２８３万円１１億２，５１５万円３４億１，７６８万円政　府　資　金

３０億２，３３６万円６億８，０３７万円２３億４，２９９万円公営企業金融公庫

７５億６，６１９万円１８億　５５２万円５７億６，０６７万円合　　　計

１４２，８９０円３４，０９８円１０８，７９２円給水人口１人当たり
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平成１６年度に実施した工事は、次のとおりです。

事　業　費工　　事　　内　　容区　　　分

９，４４２万円

　幹線となる配水管を布設し、水道水の安定
供給を図るための工事を行いました。また、
配水管（水道管）が整備されていない公道内
に、配水管を布設し、水圧低下などの解消を
図る工事を行いました。

送配水管新設工事

１億６，１４２万円
　赤水発生の解消や地震などの災害に強い水
道施設の整備を図るため、老朽化した配水管
の改良（更新）工事を行いました。

送配水管改良工事

６５２万円　公道の拡幅工事や下水道工事などに伴い、
支障となる配水管の移設工事を行いました。送配水管移設工事

３，１６３万円
　配水管工事に伴う道路の舗装復旧工事、栄
町地区配水制御弁設置工事や登別温泉町減圧
弁取替工事などを行いました。

そ の 他
送 配 水 工 事

２，４６７万円　計量法で定められている水道メーターの取
り替え（８年ごと）の工事を行いました。

水 道 メ ー タ ー
取 替 工 事

１，５１７万円　登別温泉浄水場と幌別浄水場の水質監視盤
改修工事などを行いました。その他設備工事

▼
▲栄町地区配水制御弁設置工事


